
共管局

前回値 最新値 目標値 達成度 評価

1 - ｂ 570 5,915 5,625 105.2% ｂ
2 ｄ ｄ 93.2 93.1 93.0 100.1% ｄ
3 ｂ ｂ 90.8 89.7 90.0 99.7% ｄ

4 - - - - - - -

5 - - - - - - -
6 - - - - - - -
7 - - - - - - -
8 - - - - - - -

9 - - - - - - -

10 - - - - - - -

ｃ ｃ ｃ

設
問

回答者数 回答率 回答者数 回答率 回答者数 回答率

77 14.6% 72 13.4% 61 12.9%

176 33.3% 183 34.0% 163 34.5%

116 22.0% 125 23.2% 120 25.4%

90 17.0% 102 18.9% 75 15.9%

69 13.1% 57 10.6% 53 11.2%

528 539 472

*　この評価は，毎年５月頃に実施している京都市市民生活実感調査のアンケート結果を基にしています。

18

ａ:そう思う

ｂ:どちらかというとそう思う

回答

有効回答数

ｃ

17

ｄ:どちらかというとそう思わない

ｃ

　まちなかには文化を感じさせる木造建築がきちんと残っている。
２　市民生活実感評価

-

-

19

ｅ:そう思わない

ｃ市民生活実感評価

施策の評価

上位政策

産業観光局

１　客観指標評価

211　美しいまちをつくる

施策番号

担当局 都市計画局

施策名

概要

　町家や社寺などの伝統的な木造建築物や，漆器や木工品などの木の文化を守り育て
るため，木造建築物の建設の誘導，技能の継承支援などを進める。

2114

木の文化が息づくまちづくり

ｃ:どちらとも言えない

戸建住宅の着工件数に占める木造住宅の割合
（％）

-

-

-

-

-

杣人工房の利用者数（人）

戸建住宅に占める木造住宅の割合（％）

17年度 18年度

客観指標総合評価

１９年度評価

19回答率 e

d

c
b

a

a:そう思う

b:どちらかというとそう思う

c:どちらとも言えない

d:どちらかというとそう思わない

e:そう思わない



３　総合評価（客観指標総合評価＋市民生活実感評価）

（理由）

４　原因分析・今後の方向性

18年度予算
（千円）＊

19年度予算
（千円）＊

担当部・課

(従) 1 30,308 15,308
産業観光局農林振
興室林業振興課

(従) 2 27,929 28,879
産業観光局農林振
興室林業振興課

(従) 3 14,331 14,337
産業観光局農林振
興室林業振興課

(従) 4 8,207 8,205
産業観光局農林振
興室林業振興課

(従) 5 16,060 15,916
産業観光局農林振
興室林業振興課

6

7

8

9

10

96,835 82,645

0 0

(96,835 ) (82,645 )

＊予算額には人件費及び施設管理に係る経費を含む

客観指標総合評価

市民生活実感評価

合計

京都市京北森林公園

北部振興拠点イベント実施

林業活性化対策（京の山杣人工房事業）

林産物需要拡大センター（ウッディー京
北）

重み付け

事業名

現状のまま継続等

現状のまま継続等

現状のまま継続等

現状のまま継続等

効率化等による見直し

ｃ

Ｃ

ｃ

Ｃ

ｃ

Ｃ

「合併記念の森」創設事業

（参考）この施策実現のための主な事務事業

総合評価

　総合評価は, 昨年に引き続きC評価となった。戸建住宅に占める木造住宅の割合及び戸建住宅の着工
件数に占める木造住宅の割合は,前回数値と比べると若干減少したため,ともにｄ評価となったが,杣人
工房の利用者人数が平成18年度単年度目標値を達成したこともあり,客観指標総合評価は,昨年にひき
つづきc評価となった。
　今後も引き続き木造住宅振興支援事業において,木造住宅振興に寄与する活動を支援し, その活動を
行う団体等と市民,行政が連携して取り組むことにより良質で京都らしい木造住宅の形成を推進する。

17 18 19

ｃｃｃ

　客観指標評価の設定が難しいため,施策の結果としての木造住宅の保
存・再生に対する市民の生活実感評価を重視する。

うち，主たる事業の合計
（従たる事業の合計）

18年度事務事業評価に
おける今後の方向性

客観指標 市民の実感



１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 105.2%

数値 目標年次 達成度

数値 - 16500 22年度 35.8%

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

17 18 19

- ｂ ｂ

１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 100.1%

数値 目標年次 達成度

数値 - - - -

５　評価基準 ６基準説明 ７ 評価結果

17 18 19

ｄ ｄ ｄ

連絡先 ２２２－３６６６

10年度 １5年度

　京都市内に現存する戸建住宅のうち，木造住宅の占め
る割合
　出典：総務省「住宅土地統計調査」

担当課 住宅政策課

前回数値 最新数値

　京都市における全戸建住宅に占める木造住宅の割合

　京都市における木造住宅の普及状況を
表す指標

推移
目標値

数値 根拠

93.1 0.1％減

全国順
位

中長期目標

根拠

93.0

目標値

数値

　京都市におけるこれまでの増減の状況
と比較することとする。
過去最大の増加　　0.5％増（平成10
年）
過去最大の減少　　0.1％減（平成5年）

　前回と比較して
ａ：過去最大の増加
ｂ：増加
ｃ：同水準
ｄ：減少
ｅ：過去最大の減少

93.0以上の高水準を維持

備考 -

-

93.2

最新数値
17年度 １8年度

570 5,915 5,625

施策名 2114 木の文化が息づくまちづくり

指標名 杣人工房の利用者数（人）

　木材需要拡大にあたって不可欠な市民の森林
　木材に対する関心を示す指標

5345人増
　1,500人×3箇所＋1,500人×3/12ヶ月
×3箇所

前回数値

戸建住宅に占める木造住宅の割合（％）

備考 -
根拠

　施設の設置目的から，利用者数の増加
が望ましいが，同等施設である「京北の
いえ」への来訪者が年間で平均1500人で
あるため，その数値に設置するモデル工
房数を乗じた員数を利用者数とし，120%
以上の達成をａ評価とし，各基準を設定
した。

　単年度目標値に対する達成度が
a：120%以上
b：100%以上120%未満
c：80%以上100%未満
d：60%以上80%未満
e：60%未満

全国順
位

指標名

1,500人×11箇所

中長期目標

　各モデル工房に来場者受付簿を備え，年間の集計にて
算出
　出典：事業担当課調査

根拠

２２２－３３４６

　市内産木材需要拡大の拠点施設「モデル工房」への来場者数

林業振興課 連絡先担当課

推移



１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 99.7%

数値 目標年次 達成度

数値 - - - -

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

17 18 19

ｂ ｂ ｄ

２２２－３６６６

　新築の戸建住宅の着工件数に占める木造住宅の割合

住宅政策課 連絡先担当課

　京都市において戸建住宅を建てる際に，木造
住宅を選択する状況を表す指標

1.1％減

　京都市におけるこれまでの増減の状況と
比較することとする。
過去最大の増加　4.5％増（平成14年度）
過去最大の減少  6.3％減（平成12年度）

　前回と比較して
ａ：過去最大の増加
ｂ：増加
ｃ：同水準
ｄ：減少
ｅ：過去最大の減少幅

　京都市内の戸建住宅の着工件数のうち，木造住宅の占
める割合
　出典：（財）建設物価調査会「新設住宅着工統計」

90.0 90.0以上の高水準を維持

備考 -

-

目標値

数値 根拠

施策名 2114 木の文化が息づくまちづくり

指標名 戸建住宅の着工件数に占める木造住宅の割合（％）

90.8

推移
前回数値 最新数値
17年度 18年度

89.7

全国順
位

中長期目標

根拠


